
クマガイソウ（熊谷草） 
ラン科アツモリソウ属（学名：Cypripedium japonicum）

日本・中国・台湾などの山地の林の中に
群生するランの仲間。4月～5月頃、
扇状の2枚の大きな葉の間から伸
びた花茎の先端に、袋を下げたよ
うな不思議な形をした花を1輪つ
ける。花の大きさは10cm程度で
日本の野生ランの中では一番大き
い。花の色は、袋状の部分は白地に紫
褐色の模様が網目状に広がり、花のす

ぐ上の葉っぱのような花びらは淡い緑色
をしている。（写真提供：佐藤利春）
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法　人　ニ　ュ　ー　ス 令和5年1月16日（2）（第348号）

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
法
人
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
塩
釡
税
務
署
佐
々
木
署
長
様
を
は
じ
め
職
員
の
皆
様
、

宮
城
県
及
び
地
方
団
体
並
び
に
関
係
団
体
各
位
の
多
く
の

皆
様
の
ご
高
配
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
ば
か
り

で
な
く
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
円
安
等
の

影
響
に
よ
り
、
電
力
料
金
を
含
め
た
消
費
物
価
の
上
昇
等

で
一
般
家
庭
は
も
と
よ
り
、
地
域
経
済
活
動
が
思
う
よ
う

に
す
す
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

　
当
会
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
「
税
制
改
正
」
の

提
言
活
動
を
、
昨
年
も
「
令
和
5
年
度
税
制
改
正
の
提
言
」

と
し
て
、
地
元
選
出
国
会
議
員
や
二
市
三
町
の
首
長
・
議

会
議
長
へ
陳
情
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
財
政
の
健
全
化
を

求
め
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
税
と
社
会
保
障
の
問
題
を
一

括
し
て
議
論
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
地
域
経
済
の
実
態
、

中
小
企
業
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
の
切
実
な
実
情
を
直
接

説
明
し
、
健
全
な
経
営
に
取
組
ん
で
い
る
中
小
企
業
に
対

し
て
、
持
っ
て
い
る
能
力
を
如
何
な
く
発
揮
出
来
る
税
制

を
早
急
に
確
立
す
る
こ
と
を
含
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
我
々
も
自
ら
努
力
し
、
少
し
で
も
前
進
す
る
よ
う
、

機
会
あ
る
ご
と
に
継
続
し
て
働
き
か
け
を
行
っ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
ど
も
法
人
会
は
、
独
自
事
業
と
し
て
「
税
に
関
す
る

標
語
の
募
集
」
や
、
女
性
部
会
が
主
催
す
る
「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
長
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
二
市
三
町
の
小
学
六
年
生
か
ら
た
く
さ
ん
の
作
品

を
応
募
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、
標
語
と
絵
は

が
き
そ
れ
ぞ
れ
で
実
施
し
て
い
た
表
彰
式
を
、
合
同
で
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
、
入
賞
さ
れ
ま
し
た
児

童
を
は
じ
め
、
教
育
関
係
機
関
、
自
治
体
並
び
に
税
に
関

わ
る
多
く
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
表
彰
式
で
は
、
青

年
部
会
が
講
師
を
務
め
る
「
租
税
教
室
」
も
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
少
し
で
も
税
に
対
し
て
関
心
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
正
し
い
知
識
を
広
め
ら
れ

る
よ
う
法
人
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
息
の
長
い
事

業
と
し
て
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
税
制
改
正
の
提
言
活
動
、
社
会

貢
献
活
動
、
租
税
教
育
活
動
及
び
各
種
研
修
会
・
セ
ミ
ナ

ー
等
を
通
し
て
、
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
事

業
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様

の
声
に
耳
を
傾
け
、
会
員
相
互
の
事
業
と
し
て
進
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
当
会
の
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
当
会
の
運
営
に
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
結
び
に
、
新
た
な
年
が
会
員
各
位
に
と
り
ま
し
て
明
る

い
展
望
の
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
皆
様
の
事
業

の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
会
長

株
式
会
社
斎
藤
工
務
店

斎
　
藤
　
孝
　
一

代
表
取
締
役

理
　
　
事

有
限
会
社
F
・
F
磯
崎

髙
　
橋
　
利
　
德

代
表
取
締
役

専
務
理
事

株
式
会
社
塩
釜
中
央
自
動
車

柴
　
原
　
英
　
紀

代
表
取
締
役

理
　
　
事

有
限
会
社
渥
美
材
木
店

渥
　
美
　
陽
　
一

代
表
取
締
役

有
限
会
社
加
藤
宅
建
商
事

加
　
藤
　
佑
　
也

代
表
取
締
役

理
　
　
事

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

株
式
会
社
ご
ん
き
や

佐
　
藤
　
仁
一
郎

会
　
長

理
　
　
事

東
北
特
殊
工
業
株
式
会
社

赤
　
間
　
一
　
司

代
表
取
締
役

理
　
　
事

株
式
会
社
阿
部
電
工

阿
　
部
　
剛
　
典

代
表
取
締
役

副
会
長

株
式
会
社
十
字
屋

下
　
舘
　
達
　
也

代
表
取
締
役

理
　
　
事

株
式
会
社
今
野
モ
ー
タ
ー
ス

今
　
野
　
洋
　
志

代
表
取
締
役

副
会
長

株
式
会
社
T
A
S
K

星
　
　
　
信
　
男

代
表
取
締
役

理
　
　
事

株
式
会
社
鈴
幸
商
店

鈴
　
木
　
　
　
誠

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

新
年
の
ご
挨
拶

公
益
社
団
法
人
塩
釜
法
人
会　
会
長　

佐
　
藤
　
仁
一
郎



法　人　ニ　ュ　ー　ス（3）令和5年1月16日 （第348号）

　
令
和
五
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
塩
釜
法
人
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら

税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
続
き
、
そ
の
期
間

も
、
は
や
三
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
日
常

生
活
や
経
済
活
動
に
も
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
お
り
、
皆
様
に

は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
税
務
当
局
と
し
ま
し
て
は
、
納
税
者
の
方
々
の
置
か
れ
た
状

況
・
心
情
に
十
分
配
意
し
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
税
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
万
全
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
さ
て
、
昨
年
七
月
の
人
事
異
動
後
、
貴
会
の
役
員
・
支
部
役

員
合
同
会
議
や
七
支
部
の
役
員
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
各
支
部
の
会
合
で
は
、
役
員
や
会
員
の
皆
様
が
、
地
域

に
根
差
し
た
情
報
を
積
極
的
に
交
換
・
共
有
し
つ
つ
会
員
の
増

強
運
動
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
公
益
法
人
と

し
て
の
責
務
を
果
た
す
た
め
に
は
、
組
織
基
盤
を
強
化
・
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
が
浸
透
し
て
お
り
、

改
め
て
塩
釜
法
人
会
の
志
の
高
さ
、
意
識
の
高
さ
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
活
発
な
活
動
の
源
泉
に
触
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、

深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
昨
今
の
様
々
な
業
務
形
態
の
変
化

の
流
れ
な
ど
か
ら
も
、
一
口
に
会
員
増
強
と
い
っ
て
も
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
難
し
い
課
題
に
も
真
摯
に
取
り

組
ん
で
い
る
皆
様
に
対
し
ま
し
て
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
十
一
月
に
は
、
貴
会
と
塩
釜
地
区
租
税
教
育
推

進
協
議
会
の
共
催
に
よ
る
「
税
に
関
す
る
標
語
」、「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
合
同
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
次

代
を
担
う
子
供
た
ち
が
税
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
る

契
機
と
な
る
、
大
変
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
更
に
は
、
女
性
部
会
・
青
年
部
会
に
お
い
て
も
、
租
税
教

室
へ
の
講
師
派
遣
や
各
種
説
明
会
の
開
催
、ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及

促
進
、
社
会
貢
献
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
幅
広
い
、
力
強
い
塩
釜
法
人
会
の
取
組
に
対
し
ま
し
て
、

改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
「
税
の
よ
き
理
解
者
」
と
し
て
、
税
に
軸
足
を
置
い

た
活
発
な
活
動
を
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
当
署
と
の
連
携
を
緊
密
に
し
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
間
も
な
く
、
確
定
申
告
を
迎
え
ま
す
が
、
冒
頭
申
し
上
げ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
申
告
書

作
成
会
場
（
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
の
予
定
）
へ
の
来
場
者
の
削

減
に
よ
る
会
場
の
混
雑
緩
和
が
重
要
な
課
題
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
従
来
に
も
増
し
て
、
自
宅
等
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
利
用
し
た
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
を

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
令
和
五
年
一
月

か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
申
告
さ
れ
る
方

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
読
み
取
り
回
数
が
一
回
（
従
来
は
三
回
）

に
な
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
便
利
に
な
る
予
定
で
す
。
こ
れ
を
機

に
、
ぜ
ひ
と
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
た
ｅ
―

Ｔ
ａ

ｘ
に
よ
る
申
告
の
推
進
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
会
場
に
お
い
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
入
場

整
理
券
」
を
配
付
し
て
、
会
場
内
の
混
雑
緩
和
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
原
則
と
し
て
、
納
税
者
ご
自
身
が

自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
操
作
し
、ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
軸
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
周
知
・
広
報
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。　

　
ま
た
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
導
入
さ
れ
る
消
費
税
の
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
な
申
請
期
限
が
令
和
五

年
三
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
間
際
の
申
請
も
相
当
多
く

な
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
可
能
な
限
り
早
期
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、

手
続
き
は
便
利
な
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
を
改

め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
益
社
団
法
人
塩
釜
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
ま
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

塩
釜
税
務
署
長　

佐
々
木 

　
　
元

理
　
　
事

株
式
会
社
宮
城
工
務
店

宮
　
城
　
　
　
順

代
表
取
締
役

理
　
　
事

仙
台
湾
燻
蒸
株
式
会
社

髙
　
田
　
徹
四
郎

代
表
取
締
役

理
　
　
事

株
式
会
社
祐
文
堂

庄
　
子
　
友
　
博

代
表
取
締
役

理
　
　
事

利
商
印
刷
株
式
会
社
（
青
年
部
会
長
）

佐
　
藤
　
　
　
大

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

専
務
取
締
役

理
　
　
事

株
式
会
社
汐
見
不
動
産
（
女
性
部
会
長
）

佐
　
藤
　
郁
　
子

代 

表 

社 

員

監
　
　
事

税
理
士
法
人
阿
部
会
計
事
務
所

阿
　
部
　
喜
　
和

植
　
田
　
容
　
子

職
　
　
員

赤
　
間
　
友
　
美

職
　
　
員

事
務
局
　　塩
釜
市
港
町
一
丁
目
四
番
一
号

T
E
L  

三
六
五
―
八
八
五
九

F
A
X  

三
六
五
―
五
五
七
七

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

理
　
　
事

代
表
取
締
役

株
式
会
社
橋
浦
電
設

橋
　
浦
　
　
　
宏

理
　
　
事

株
式
会
社
多
賀
城
フ
ラ
ワ
ー

　
　
木
　
貴
　
資

代
表
取
締
役

監
　
　
事

株
式
会
社
ベ
ル
シ
ス
テ
ム

　
　
木
　
朝
　
博

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

川
　
口
　
紀
　
幸

事
務
局
長

理
　
　
事

有
限
会
社
加
藤
鉄
工
所

加
　
藤
　
則
　
博

代
表
取
締
役
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　11月26日　ホテルグランドパレス塩釜において、入選の児童、保護者及び教育・税務関係者が出
席し、標語（第28回）と絵はがき（第15回）の合同表彰式を行いました。

　11月10日　令和四年度の納税表彰式が、ホテルグランド
パレス塩釜で行われました。佐々木税務署長から、当会副会
長の星信男氏と理事の渥美陽一氏に塩釜税務署長表彰状が贈
呈されました。この表彰は、長年申告納税制度の普及に努め、
納税思想の高揚に顕著な功績を挙げた功労者に贈られるもの
です。おめでとうございます。

　佐藤会長が、利府町
立利府小学校6年生の
横山　晴さんに「法人会
会長賞」を贈呈しました。
受賞作品は、「税を知る
心がつくる　ゆたかな
社会」です。おめでとう
ございます。

　佐藤会長が、利府町
立利府第三小学校6年
生の阿部心奏さんに「法
人会会長賞」を贈呈しま
した。おめでとうござ
います。なお、宮城代
表作品にも選定されま
した。

　12月15日　塩竈市立玉川中学校において、全
国納税貯蓄組合連合会及び国税庁が実施している
令和四年度中学生の「税についての作文」の表彰が
行われました。同校の浅野友希さんに、佐藤会長
から宮城県連会長賞を贈呈いたしました。おめで
とうございます。

税 

を
考
え
る
週
間
行
事

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で

中
学
生
の
税
の
作
文
表
彰

納
税
表
彰
式

税に関する標語　会長賞表彰絵はがきコンクール　会長賞表彰

税に関する標語・絵はがきコンクール　合同表彰式
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去
る
11
月
24
日
〜
25
日
、
沖
縄
県
沖
縄

市
に
お
い
て
第
36
回
法
人
会
全
国
青
年
の

集
い
沖
縄
大
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
3
年
ぶ
り
に「
フ
ル
対
面

形
式
」で
の
全
国
大
会
で
あ
り
、
塩
釜
法

人
会
青
年
部
会
か
ら
は
計
14
名
の
参
加
登

録
、
全
国
か
ら
総
勢
2
，
3
0
0
名
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
と
い

う
新
た
な「
大
会
の
カ
タ
チ
」を
創
り
あ

げ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
青
年
部
会
の
運

動「
三
本
柱
」で
あ
る
、
租
税
教
育
活
動
・

部
会
員
増
強
・
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健

康
経
営
を
中
心
に
、
全
国
各
地
の
仲
間
と

情
報
共
有
お
よ
び
新
た
な
学
び
を
得
る

場
と
し
て
最
良
の
設
え
が
で
き
た
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
2
年
、
全
法
連
青
連
協
会
長
の
大

役
を
預
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、
青
年
部
会

の
み
な
ら
ず
塩
釜
法
人
会
全
体
か
ら
多
大

な
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。
あ
る
意
味
「
集
大
成
」
と
し
て
開
催

し
た
こ
の
沖
縄
大
会
を
契
機
に
、
今
後

益
々
の
青
年
部
会
活
動
の
活
性
化
に
繋
が

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
な
ら
ば
幸
甚
で
す
。

青
連
協
会
長
と
し
て
の
任
期
は
残
り
半
年

と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
全
国
各
地

の
青
年
部
会
活
動
を
支
援
し
、
全
国
を
駆

け
巡
り
ま
す
。
今
後
と
も
青
年
部
会
の
活

動
へ
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

11月24日～11月25日　全国青年の集い（沖縄大会）

（写真：左から）
■全国青年の集い沖縄大会
■青年の集い新聞記事
■全法連青連協 佐藤知樹会長挨拶

第
36
回 

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い

沖
縄
大
会
　
開
催
御
礼

10月21日
青年部会  気仙沼震災遺構見学

12月14日
青年部会  塩釜税務署長講演会

11月7日～11月18日
女性部会  絵はがき展示

活
動
フ
ォ
ト

　   

レ
ポ
ー
ト

　（
公
財
）全
国
法
人
会
総
連
合
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
　
　

第
17
代
会
長
　
佐
　
藤
　
知
　
樹
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＜塩釜税務署よりお知らせ＞
とっても便利な♪確定申告は

・ ・ ・
スマホからがおすすめです!

自動計算・自動入力・自宅から

STEP 1  「確定申告書等作成コーナー」へアクセス

マイナンバーカード方式

ⅠD・パスワード方式

STEP 2　送信方法の選択

※上記以外のブラウザでアクセスすると、エラーが表示されて
　次の画面へ進むことができませんので、ご注意ください。

【確定申告書等作成コーナー】

ⅠD・パスワード方式は暫定的な対応ですので、お早めにマイナンバー
カードの取得をお願いします。

ⅠD・パスワード方式の届出完了通知に
記載のe-TaxのⅠD（利用者識別番号）と
パスワード（暗証番号）を入力

e-Taxに登録されている情報
が表示されます

マイナポータルアプリ
のインストールが必要です

おすすめ！
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STEP 3　収入・所得金額や控除等の入力

STEP 4　申告内容の事前確認・送信

収入等の入力 控除等の入力

「帳票表示・印刷」をタップし、
表示された送信前の確定申告
書の内容を確認します
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2
0
2
3
年
は「
卯
年
」で
す
。

■ 

卯
年
に
願
う
平
和
と
安
全

　
漢
和
辞
典
で
「
卯
」
の
字
を
ひ
く
と
、

訓
読
み
は
「
う
」、
音
読
み
は
「
ぼ
う
」。

文
字
の
成
り
立
ち
と
し
て
「
同
形
の
も
の

を
左
右
対
称
に
お
い
て
、
等
価
の
物
と
交

易
す
る
の
意
味
を
表
す
」「
貿
の
原
字
」

と
あ
り
ま
し
た
（『
新
漢
語
林
』
大
修
館

書
店
）。
確
か
に
、
左
右
対
称
で
、
貿
易

の
「
貿
」
と
い
う
字
の
上
の
部
分
が
「
卯
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
卯
」
に
は
そ
の
ほ

か
、「
門
を
開
け
る
」「
両
分
す
る
」
と
い

っ
た
意
味
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
2
0
2
2
年
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を

き
っ
か
け
に
、
世
界
平
和
だ
け
で
な
く
、

地
球
規
模
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
や
食

糧
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
年
で
し
た
。
互
い
に
門
を
開
き
、
自
由

に
交
流
で
き
る
こ
と
こ
そ
平
和
の
証
し
。

2
0
2
3
年
は
、
世
界
の
ど
の
地
域
と
も

安
心
し
て
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
の
卯
年
で
起
こ
っ
た
出
来
事
と
し

て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
２
０
１

１
年
の
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
で
す
。

当
時
、
想
定
外
と
い
う
言
葉
が
盛
ん
に
使

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
通
用
し
な
い
の

は
、
そ
の
後
に
起
き
た
多
く
の
災
害
が
証

明
し
て
い
ま
す
。
災
害
へ
の
備
え
は
常
に

必
要
で
す
が
、
節
目
の
年
の
始
ま
り
に
、

改
め
て
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

■ 「
う
さ
ぎ
」
を
巡
る
言
葉

　
干
支
の
動
物
の
中
で
、
う
さ
ぎ
は
犬
に

次
い
で
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
身
近
な
動
物
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
飼
い
う
さ
ぎ
の
祖

先
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
生
息
し
て
い
る
ア
ナ

ウ
サ
ギ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
用
に

品
種
改
良
さ
れ
飼
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
飼
い
う
さ
ぎ
の
種
類
も
豊
富
で
、

ペ
ッ
ト
関
連
の
サ
イ
ト
を
見
る
と
、
色
や

耳
の
形
が
違
う
う
さ
ぎ
が
多
数
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
ふ
わ
っ
と
し
た
毛
並
み
に
愛

く
る
し
い
眼
。
ど
の
う
さ
ぎ
も
か
わ
い
ら

し
く
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
人
気
が
高
ま
る
の

も
納
得
で
す
。

　
う
さ
ぎ
は
物
語
に
も
よ
く
登
場
し
ま
す
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
イ
ソ
ッ
プ
寓

話
の
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」、
日
本
神
話
の

「
因
幡
の
白
う
さ
ぎ
」、
昔
話
の
「
カ
チ
カ

チ
山
」
な
ど
で
す
が
、
そ
れ
ら
に
登
場
す

る
う
さ
ぎ
は
、
油
断
し
た
り
、
相
手
を
だ

ま
し
た
り
、
だ
ま
さ
れ
た
り
と
、
い
ろ
い

ろ
な
役
回
り
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
う
さ
ぎ
は
た
と
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い

よ
う
で
す
。
昭
和
生
ま
れ
の
世
代
に
は
、

「
う
さ
ぎ
跳
び
」
を
覚
え
て
い
る
方
も
い

る
で
し
ょ
う
。
昔
行
わ
れ
て
い
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
法
の
一
つ
で
、
学
校
の
部
活
動
な

ど
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
科

学
に
基
づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
の
普
及

で
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
昔
、
日
本
人
が

住
む
小
さ
な
家
を
揶
揄
し
て
「
う
さ
ぎ
小

屋
」
と
表
現
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
も
住
宅
事
情
や
家
族
構
成
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
せ
い
か
、
ほ
と
ん
ど
聞
か

な
く
な
り
ま
し
た
。

■ 

う
さ
ぎ
に
あ
や
か
っ
て

　
う
さ
ぎ
は
身
近
な
動
物
の
わ
り
に
は
、

親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
わ
ざ
は
少
な
い
よ

う
で
す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
「
二

兎
を
追
う
者
は
一
兎
を
も
得
ず
」。
う
さ

ぎ
を
二
兎
同
時
に
追
い
か
け
て
も
、
結
局

両
方
と
も
捕
ま
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
意
味
。
二
つ
の
こ
と
を
同
時
に
成
し

遂
げ
よ
う
と
し
て
も
、
結
局
ど
ち
ら
も
失

敗
に
終
わ
る
と
い
う
こ
と
の
た
と
え
で
す

が
、
こ
れ
も
や
り
方
次
第
。
最
近
は
、
異

な
る
分
野
に
あ
え
て
挑
戦
し
、
両
立
を
は

か
っ
て
い
こ
う
と
す
る
人
を
多
く
見
か
け

ま
す
し
、
そ
れ
を
後
押
し
す
る
社
会
の
機

運
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
二
兎
を
追

う
た
め
の
準
備
や
工
夫
、
努
力
が
欠
か
せ

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
脱
兎
の
ご
と
く
」「
脱
兎
の
勢
い
」
は
、

す
ば
し
っ
こ
く
動
く
う
さ
ぎ
の
特
徴
を
表

し
た
言
葉
。
か
つ
て
は
「
卯
年
は
跳
ね

る
」
と
言
わ
れ
、
市
場
に
と
っ
て
は
縁
起

の
良
い
年
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

言
葉
も
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

跳
ね
る
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
景
気
が

上
向
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
多

く
の
人
の
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
兎
の
上
り
坂
」
は
、
う
さ
ぎ
は
前
足

が
短
く
後
ろ
足
が
長
い
た
め
、
坂
を
上
る

の
が
得
意
と
い
う
意
味
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

良
い
条
件
に
恵
ま
れ
て
物
事
が
順
調
に
進

む
こ
と
の
た
と
え
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
う
さ
ぎ
の
体
で
特
徴
的
な

の
が
「
長
い
耳
」。
細
か
な
血
管
が
た
く

さ
ん
通
っ
て
お
り
、
体
温
調
節
の
機
能
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
音
が
集
ま
り

や
す
い
形
に
な
っ
て
い
て
、
二
つ
の
耳
を

別
々
に
動
か
し
、
遠
く
の
音
で
も
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
耳

を
傾
け
、
興
味
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
で
、

何
事
も
「
兎
の
上
り
坂
」
と
い
き
た
い
も

の
で
す
。

（
記
事
提
供
：
公
益
社
団
法
人
日
本
広
報
協
会
）

う

う
さ
ぎ

と

２
０
2
3
年
は

卯
年

干 支
紹 介

う
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 「
多
賀
城
碑
の
歴
史
的
価
値
」を

 

考
え
る

　
今
回
は
、
日
本
三
古
碑
の
一
つ
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
「
多
賀
城
碑
」
が
多
賀
城

市
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
は
我
が
国
の
古
代

史
に
と
っ
て
、
ど
れ
だ
け
重
要
な
資
料
で

あ
る
か
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 

多
賀
城
碑
の
発
見
と
現
状

　
多
賀
城
碑
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
頃

（
1
6
6
0
年
前
後
）土
中
か
ら
見
つ
か
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
所
は
、

多
賀
城
の
正
門
で
あ
る
南
門
か
ら
政
庁
へ

通
じ
る
大
路
の
東
側
で
、
南
門
か
ら
30
ｍ

の
位
置
に
大
路
に
面
し
て
垂
直
に
立
っ
て

い
ま
す
。
碑
は
、
一
度
倒
さ
れ
17
世
紀
前

半
頃
に
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
建
て
直
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。
碑
の
形
状
は
、

地
盤
上
の
高
さ
1
9
6
㎝
、
最
大
幅
92
㎝

で
碑
面
の
み
平
ら
に
加
工
さ
れ
た
自
然
石

で
、
碑
の
形
態
は
、
現
存
す
る
古
代
の
碑

（
18
基
）と
し
て
は
唯
一
円
首
碑
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

 

碑
文
の
内
容

　
碑
文
を
見
る
と
、
首
部
に
「
西
」
の
文

字
が
ひ
と
き
わ
大
文
字
で
彫
ら
れ
、
そ
の

下
に
縦
1
2
2
㎝
、
横
79
㎝
の
範
囲
を
四

角
に
囲
ん
だ
中
に
11
行
に
わ
た
っ
て
１
４

0
字
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
碑
文
の
構
成
は
、
1
〜
5
行
は
京（
平

城
京
）、
蝦
夷
国（
宮
城
県
北
か
ら
以
北
）、

常
陸
国
（
茨
木
県
）、
下
野
（
栃
木
県
）、

靺
鞨
国
（
中
国
北
東
部
）
か
ら
多
賀
城
ま

で
の
里
程（
距
離
）が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
一
里
は
、
約
5
3
5
ｍ
で
換
算
す

る
と
そ
れ
ぞ
れ
約
8
0
0
㎞
、
6
4
㎞
、

２
２
０
㎞
、
１
４
７
㎞
、
1
，６
０
０
㎞

と
な
り
ま
す
。

　
蝦
夷
国
と
靺
鞨
国
は
、
現
存
し
な
い
国

名
で
す
が
、
こ
れ
は
当
時
の
東
ア
ジ
ア
の

情
勢
と
中
華
思
想
に
基
づ
く
も
の
と
理
解

さ
れ
ま
す
。

　
6
行
〜
10
行
は
本
文
で
、
文
章
は
2
つ

に
分
け
ら
れ
、
前
段
は
、
神
亀
元
年
（
７

２
４
）に
大
野
朝
臣
東
人
が
多
賀
城
を
設

置
し
た
こ
と
、
後
段
に
は
天
平
宝
字
6
年

（
７
６
２
）に
藤
原
恵
美
朝
臣
朝
獦
多
賀
城

を
修
造
（
修
理
，
改
修
）
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
11
行
目
に
は
、
碑
の
建
立
年
月
日
を
示

し
て
い
ま
す
。

 

多
賀
城
碑
建
立
の
時
代
背
景

　
古
代
律
令
政
府
は
、
支
配
の
強
化
と
拡

大
を
図
る
た
め
、
西
海
道
地
域
（
九
州
）

と
陸
奥
・
出
羽
地
域
（
東
北
）
に
大
宰
府

と
多
賀
城
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

陸
奥
国
の
国
府
が
仙
台
平
野
の
郡
山
第
Ⅱ

期
官
衙
か
ら
丘
陵
上
の
多
賀
城
に
移
転
さ

れ
る
こ
と
の
な
る
社
会
情
勢
の
変
動
の
切

っ
掛
け
は
、
約
1
世
紀
前
の
朝
鮮
半
島
の

百
済
に
対
す
る
援
軍
を
派
兵
し
て
行
わ
れ

た
「
白
村
江
の
戦
」
に
端
を
発
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
敗
戦
に
よ
る
国
内

の
情
勢
も
一
変
し
て
西
側
の
辺
境
政
策
は
、

大
陸
か
ら
の
侵
攻
と
隼
人
に
対
す
る
支
配

の
強
化
、
東
側
で
は
、
蝦
夷
社
会
へ
の
支

配
の
拡
大
へ
と
律
令
体
制
を
強
力
に
推
し

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
8
世
紀
の
時
代
は
、
律
令
政
府
に
よ
る

陸
奥
・
出
羽
両
国
の
北
部
地
域
に
対
す
る

領
域
の
面
的
拡
大
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
結

果
た
び
た
び
蝦
夷
の
強
い
反
発
を
招
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
政
府
の
東
北
経
営
に

対
す
る
厳
し
い
政
策
は
、
蝦
夷
と
の
間
に

緊
張
関
係
を
も
た
ら
し
、
激
し
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

 

碑
文
の
意
味
す
る
こ
と

　
古
代
日
本
に
お
け
る

石
碑
の
中
で
、
異
彩
を

放
つ
の
は
多
賀
城
碑
で

す
。
奈
良
時
代
の
中
頃
、

時
の
最
高
権
力
者
藤
原

仲
麻
呂
の
四
男
と
し
て
、

東
北
支
配
の
全
権
を
託

さ
れ
た
藤
原
朝
獦
は
着

任
と
同
時
に
陸
奥
国
桃

生
城
と
出
羽
国
雄
勝
城

を
新
た
に
造
営
し
、
併

せ
て
多
賀
城
と
秋
田
城

の
修
造
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
国
史

『
続
日
本
紀
』に
全
く
記

載
の
な
い
多
賀
城
創
建
年
代「
神
亀
元
年
」

（
７
２
4
）と
、
修
造
年
代「
天
平
宝
字
六

年
」（
7
6
2
）を
明
記
し
て
お
り
、
多
賀

城
の
発
掘
調
査
で
、
両
年
代
の
妥
当
性
が

実
証
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
賀
城

碑
は
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
多
賀
城
碑
は
、「
激

動
の
古
代
東
北
」
さ
ら
に
8
世
紀
の „
激

動
の
東
ア
ジ
ア
世
界
“
を
見
事
に
刻
ん
で

お
り
、
日
本
列
島
に
遺
る
古
代
の
石
碑
の

中
で
も
、
古
代
国
家
に
関
わ
る
比
類
な
き

価
値
を
有
す
る
第
1
級
の
歴
史
資
料
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
出
来
ま
す（
平
川
南
記

念
講
演
「
多
賀
城
碑
が
刻
む
「
激
動
の
古

代
東
北
」よ
り
。）

　
し
た
が
っ
て
、
多
賀
城
創
建
1
3
0
0

年
の
記
念
の
年
に
当
た
り
、
多
賀
城
碑
を

「
国
宝
」に
指
定
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
も

の
で
す
。

Relay Talk
vol.46

明
日
へ

明
日
へ

リ
レ
ー
ト
ー
ク

碑
文
（
訓
読
）

　
　
多
賀
城
　
京
を
去
る
こ
と
一
千
五
百
里

　
　
　
　
　
　
蝦
夷
の
国
の
界
を
去
る
こ
と
一
百
廿
里

　
　
　
　
　
　
常
陸
の
国
の
界
を
去
る
こ
と
四
百
十
二
里

　
　
　
　
　
　
下
野
の
国
の
界
を
去
る
こ
と
二
百
七
十
四
里

　
　
　
　
　
　
靺
鞨
の
国
の
界
を
去
る
こ
と
三
千
里

西
　
此
の
城
は
神
亀
元
年
歳
は
甲
子
に
次
る
　
按
察
使
兼
鎮
守
将

　
　
軍
従
四
位
上
勲
四
等
大
野
朝
臣
東
人
の
置
く
所
な
り
　（
前
段
）

　
　
天
平
宝
字
六
年
歳
は
壬
寅
に
次
る
　
参
議
東
海
道
山
　（
後
段
）

　
　
節
度
使
従
四
位
上
仁
部
省
卿
兼
按
察
使
鎮
守

　
　
将
軍
藤
原
恵
美
朝
臣
朝
獦
　
修
造
す
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
宝
字
六
年
十
二
月
一
日

「
今
昔
を
通
し
た
多
賀
城
の
紹
介
」

（
6
回
シ
リ
ー
ズ
╱
５
回
）

七
ヶ
浜
町  
高
倉 

敏
明

　
間
も
な
く
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年

を
迎
え
る „
多
賀
城
“の
歴
史
的
な
価

値
と
重
要
性
を
知
っ
て
頂
く
た
め
、6

回
シ
リ
ー
ズ
で
多
賀
城
を
紹
介
し
ま
す
。

第
５
回
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法　人　ニ　ュ　ー　ス 令和5年1月16日（12）（第348号）

税税制制改改正正提提言言令  和
5年度
令  和
5年度
　11月25日から12月2日までの間、2市3町の地方国会議員、首
長及び議長を、佐藤会長をはじめ、下舘副会長、斎藤副会長、星副
会長で訪問し、令和5年度の税制改正について説明し、「提言書」を
手交しました。継続した支援や実効性のある対策を求めた内容と
なっています。また、税の正しい知識を広めることでの納税意識
の向上、税と社会保障問題は一括して議論すべき、令和5年10月
からのインボイス等についての意見交換が交わされました。

櫻井公一　松島町長 色川晴夫　松島町議会議長 寺澤薫　七ヶ浜町長

仁田秀和　七ヶ浜町議会副議長 熊谷大　利府町長 吉岡伸二郎　利府町議会議長

衆議院議員 伊藤信太郎事務所秘書 佐藤光樹　塩竈市長

阿部かほる　塩竈市議会議長 深谷晃祐　多賀城市長 根本朝栄　多賀城市議会議長

◎
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
を

　
　
目
指
し
、
税
財
政
改
革
の
実
現
を
！

◎
適
正
な
負
担
と
給
付
の
重
点
化
・
効
率
化
で
、

　
　
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！

◎
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、

　
　
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
を
！

◎
中
小
企
業
に
と
っ
て
事
業
承
継
は
重
要
な
課
題
。

　
　
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
を
！

スローガン
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十
二
月
六
日
（
火
）
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜
に

お
い
て
、
本
部
・
支
部
役
員

が
一
堂
に
会
し
開
催
し
ま
し

た
。

　
会
議
は
、
佐
藤
会
長
の
挨

拶
か
ら
始
ま
り
、
鈴
木
貴
資

組
織
委
員
長
か
ら
九
月
か
ら

の
会
員
増
強
運
動
の
目
標

「
純
増
プ
ラ
ス
１
」に
対
す
る

中
間
報
告
（
各
支
部
含
む
）

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
協

力
三
社
か
ら
も
取
組
内
容
の

報
告
の
他
、
年
度
末
に
向
け

て
会
員
増
強
を
継
続
す
る
事

を
確
認
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

各
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

紹
介
・
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
行
わ
れ

た
厚
生
制
度
連
絡
協
議
会
で

は
、
自
社
株
評
価
サ
ー
ビ
ス
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
リ
ス
ク
や
法

人
会
転
入
促
進
等
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

〔新会員紹介〕 
R4.11.1～ R4.12.13　【加入3社】
入会者の公開範囲の選択により、広報紙等でご紹介できない会員、項目等があります。

佐藤会長挨拶松川副委員長挨拶 小野寺統括官（署長挨拶代弁）

第
二
回 

役
員
・
支
部
役
員
合
同
会
議

及
び
福
利
厚
生
制
度
連
絡
協
議
会
開
催

㈱ＩＧ Ｋ
㈱Ｆｅｒ
arrow’s㈱

塩釜北部
塩釜北部
七 ヶ 浜

塩釜市新浜町2‒15‒12
塩釜市千賀の台３‒３‒18
七ヶ浜町吉田浜字台23‒5

五十嵐貴光
髙野　宗男
神宮司貴行

代 表 者 業　　種所　　在　　地名　　称支　部
建設業
鉄骨工事業
特殊車両販売 第38回 法人会全国大会 千葉大会

支部役員会開催

塩釜北部支部役員会 塩釜東部支部役員会 塩釜中央支部役員会 会長の挨拶

利府支部役員会 七ヶ浜支部役員会 松島支部役員会 多賀城支部役員会
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令
和
四
年
度
の
年
会
費
を
納
入
い
た
だ

い
て
い
な
い
会
員
の
方
は
、
早
急
に
納
入

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
入
い
た
だ
く
際
は
、
事
前
に

送
付
し
て
お
り
ま
す
「
払
込
取
扱
票
」
に

よ
り
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
手
続
き
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

★
年
会
費
納
入
の
お
願
い

あ
と
が
き

　東北税理士会塩釜支部では、「税理士記念日」にちなみ、
次のとおり税理士による無料の税金相談を行います。
　所得税や相続税・贈与税など、税の専門家が無料で相談
に応じますが、申告書の作成は行いません。事前予約が必
要となりますので、「予約専用回線番号」に電話いただき、
ご予約をお願いします。

2023年2月18日（土） 
午前10：00 ～午後3：00

日時

多賀城市山王地区公民館　3階会議室
（多賀城市南宮字毛上28）

場所

050－2018－1150予約専用回線番号
※予約受付期間　令和5年2月8日（水）から2月17日（金）

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
　
２
０
２
３
年
は
癸
卯
の
年
で
、「
癸
」

と
「
卯
」
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
努
力
が
実
を
結
び
、
勢
い
よ
く

成
長
し
飛
躍
す
る
よ
う
な
年
に
な
る
と

の
事
で
す
。
国
際
情
勢
や
感
染
症
な
ど

多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
改
善
し

て
良
い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
広
報
委
員
会
で
は
法
人
ニ
ュ
ー
ス
を

通
じ
、
法
人
会
の
活
動
と
お
役
に
立
て

る
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
何
か

お
気
づ
き
の
事
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員　
沼
田　
真
一

税理士による無料税金相談税理士による無料税金相談

日　　　時 名　　　称 会　　場
令
和
5
年

1月19日㈭

1月20日㈮

1月25日㈬

2月14日㈫

2月16日㈭

2月21日㈫

2月22日㈬

2月27日㈪

3月  3日㈮

3月14日㈫

3月24日㈮

3月28日㈫

県連 新春賀詞交歓会

全法連 新年賀詞交歓会

新春講演会・会員交流会

県連 第2回事業委員会

県連 第4回事務局長会議

県連 第3回厚生委員会

県連 第3回組織委員会

県連 第3回税制委員会

県連 第3回広報委員会

県連 第4回総務委員会

全法連 理事会

県連 第3回理事会

17：00

11：00

15：30

15：00

13：00

15：00

15：00

15：00

15：00

15：00

16：00

江陽グランドホテル

帝国ホテル

グランドパレス塩釜

これからのスケジュールこれからのスケジュール

※
表
紙
写
真
提
供
／ 

塩
竈
市
観
光
物
産
協
会

１　今後の新型コロナウイルスの感染状況等の変化によ
って、「講演と落語」「会員交流会」の開催を急遽中
止させていただく場合がありますので、詳しくはホ
ームページでご確認ください。

２　マスク着用の上、ご参加ください。なお、咳や発熱
など風邪の症状がある方は、参加をご遠慮いただ
きますようご理解とご協力をお願いします（会場入
口にて受付時に検温を行います）。

注意点

新春講演会の開催案内

ホテルグランドパレス塩釜場  所

令和5年1月25日（水）
午後3時30分～午後5時

日  時

落語家  六華亭遊花 様講  師

なまって笑って
コミュニケーション
～民話や方言から、
コミュニケーション術を学ぶ～

テーマ

活
動
フ
ォ
ト

　 

レ
ポ
ー
ト

11月9日
決算法人説明会

11月16日
地域社会貢献活動 贈呈式

11月16日
年末調整説明会

12月8日　女性部会
タオル・プランター寄贈



法　人　ニ　ュ　ー　ス（15）令和5年1月16日 （第348号）

仙台総合支社
〒980-6122 宮城県仙台市青葉区中央1-3-1 アエル22F



法　人　ニ　ュ　ー　ス（第348号） 令和5年1月16日（16）

仙台支社/
宮城県仙台市青葉区大町1-1-1(大同生命仙台青葉ビル3F)
TEL 022-221-5486

仙台支店/
宮城県仙台市青葉区一番町1-8-3(富士火災仙台ビル3F)
TEL 022-276-7551


